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研究成果の概要：物質使用障害が併存する触法精神障害者の臨床的特長として、その主要な精

神障害が気分障害やその他の精神障害である者が多いこと、また、対象行為として放火が多い

ことが明らかになった。さらに、それらの精神障害者に対する認知行動療法的なワークブック

を作成し、それを用いた治療プログラムを実施したところ、その効果と実施可能性という点で

治療的な意義が確認された。以上から、物質使用障害が併存する触法精神障害に対する有効な

治療プログラムのひとつが本研究の成果として得られたと考える。 
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２．研究の目的 

３．研究の方法 

(1) 初年度・次年度は、物質使用障害を併発
する対象者の臨床的特徴を明らかにす
る調査を行うとともに、昨年度まで実施
されてきた物質使用障害治療プログラ
ムの内容の見直しを行った。 

(2) 最終年度である今年度は、以下の二つの
試みを実践した。 
① 昨年度作成した、認知行動療法的志

向性を持つ物質使用障害治療プロ
グラム・ワークブックを用いて、国
立精神・神経センター病院医療観察
法病棟にてプログラムの実践を行
うとともに、他の指定入院医療機関
への普及を目指して広報活動を行
った。 

② 第二に、調査フィールドでは対象患
者数が統計学的検討に耐える数と
ならなかったので、同ワークブック
を簡略化した自習用ワークブック
を作成し、これを用いて矯正施設
（少年鑑別所）にて介入を行い、そ
の効果を測定した。 

 
４．研究成果 

(1) 初年度・次年度は以下の成果が得られた。

物質使用障害が併存する触法精神障害

者の臨床的特徴 

① 物質使用障害を併存する対象者は、

その主要な精神障害が統合失調症

である者よりも気分障害やその他

の精神障害である者に多く、精神作

用物質の使用が対象者の病態を加

重している可能性か示唆された。 

② 対象行為種別の検討では、物質使用

障害が併存する対象者は、殺人より

も放火である者が有意に多く認め

られ、精神作用物質のなかでも特に

アルコールと放火との密接な関係

が示唆された。 

(2) 物質使用障害治療プログラムの内容の

再検討とワークブックの作成 
① 非専門的な医療者がファシリテー

ターを担当することができるよう
に、ワークブックの知識的な記述を
増やし、薬物再使用の引き金として、
アルコールの問題を積極的にとり
あげるようにも配慮してワークブ
ックを改訂した。その結果、実際の
プログラムで使用されたうえでさ
らに改訂が重ねられ、最終的に 28
セッション、計 202 ページのワーク
ブックを完成し、印刷・製本を行っ
た。次年度にはこれを用いた治療プ
ログラムを実施し、その効果測定を
実施する予定である。 

(3) ワークブックにもとづく介入の効果測

定 

① 物質使用障害を併発する矯正施設

被収容者 59 名に対して、自習用ワ

ークブックによる介入を行った。 

② ワークブック終了後、薬物依存の誘

惑に対する自己効力感の改善は不

十分であった。 

③ 薬物問題に対する認識の深化や援

助必要性の自覚など、治療動機の高

まりに関連する尺度の改善が認め

られた。 

(4) 以上の研究成果により、物質使用障害を
併存する触法精神障害者の臨床的特徴
が明らかになり、認知行動療法的なワー
クブックによる介入は、その効果と実施
可能性という点で治療的な意義があり、
触法精神障害に対する効果も十分に期
待できると考えられた。  
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